
、
蜜

蝋
,
`

.

許

・

、
、

轟
〆
＼

r

蛤珊

…叢

勢
鶴
吐
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想

加
持
力
激
の
肚
會
論
者
に
就
て

階
級
に
就

い
て

・

基
督
教
交
明
の
畿
展
概
論

時

外
醐

地

租

論

・

小
作

調
停
法
案

に
就

て

鉛
跳

苑

蕾

岡

山
藩

の
肚
倉
法

に
就

て

・

・

雄
惜

鋒
㎜

米
国
研
究
の
必
要

…

性

別
年
齢
別
失
業
統
計

ア
ダ

ム

・
ス
ξ
ス
生
誕

二
百
年

文
學
博
士

法
學
博
士

文
學
博
士

注
學
博
士

油
単
博
士

法
學
博
士

経
済
學
士

法

翠

玉

経
済
學
士

法

學

士

米
　

　

　

田

島

錦

治

高

田

保

馬

財

部

静

治

小

川

郷
太
郎

河

田

嗣

郎

黒

正

巌

本
庄

榮
治

郎

岡

崎

丈

規

本

庄
榮
治

郎

L



経

済

論
.叢

第
十
七
巷

第
三
號

蕪
春
駒
九
申
三
聾

大
正
十
二
年
三
月
獲
行

一

訊
高所

叢

,

サ
ン
、
シ
モ
ン
派

の
耐
食

改
造
哲
學
及

び
連
帯
思
想

↓(

米

田

庄

太
.

郎

緒

言

サ

ン
、
シ
屯
ソ
涙

の
説
を
研
究
す

る
爲

め
に
、

最

ε
も
重

要
な

る
資

料

こ
な

る
も
の

ぽ
、
云

ふ
ま

で
も
な
く
、

.

・
L
一フ
ソ

(日
・
。
.、昌
C

の
指

揮

の
上

に
編
警

れ
、
千
八
亘

↑

五

年
　

千
八
百
七
+
八
年

ま
で
に
公

に
さ

れ
た

る
「
ザ

ソ
、
シ
㌻

及

び

ア

ソ
・
ア

ン
タ

棄

」
(。
・　
・・匂・
α
・
。・
葺

当

日
.:

江

、
酔

8
ヨ
琶

四
+
占
奪
.

あ

る

。

又

軍

行

本

に

し

て

同

派

の

誘

を

研

究

す

る

爲

め

に

、
從

來

最

ε

も

重

要

覗

さ

れ

て

居

る

も

の

は

、
バ
ザ

ー

ル

(
ごd
国
N
簿
「匙
)
の

「
サ

ソ
、
シ

モ

ン
論

解

説

」
二

巻

で

め

る

。

(
本

堂
口
は

曲
目
通

に
国
×
旨

Qり凶工
o
p

亀
①

す

亀
o
o
叶
眠
目
o

りり
巴
口
げ
一

ω
【【口
。
Hり

ε

構

せ

ら

れ

て

居

る

が

、

正

確

に

云

へ
ば

、

其

の

題

名

は

U
o
。
民

器

号

ω
巴
茸
あ

ぎ

o
ρ
・
国
老

o
。。
置
o
p

論

叢

サ

芝
.、
シ
モ
ン
派
の
肚
會
改
造
哲
學
及

び
壇
帯
思
想

(
こ

第

+
六
巻

(第
三
號

一
)

四

二
五

,

一.、一.一」一



諭

茸

サ

ン
､

シ
モ

ン

鵡
り
赦
せ
映
進
軒
H撃
及
び
連
帯
思
想
〓
)

節
十
六
盤

e
(夢

二
雄

二
)

四
二
六

で
あ

る

｡

節
一
巻

は

千

八

百
三
十

年

に
'
第

二
巻

は
千

八

頁
二
十

1
年

に二
川

版

さ
れ
た

).
而
し
て
サ
ン
'
シ
毛

ソ
坂
の
祝
を
研
究
し
た
る
最
初
の
岩
作
中
最
pyJ
も
貢
好
な
る
も
の
は
､
C
al･OVe,
D
Er
S
ail千
S
lm
On
ism
us
un
d

F
r
a
n
zosisch
e
P
h
ilos.
ph
ie

L
ZS
3こ

及
び

L
.ren
z
von
S
tein
,
G
eschlChte
d
er
S
.claten
B
elVeg
ung

in

F

rankreich･(
l∞
50
)
で
あ

る

U
l苫
ほ
れ
て
居

ろ
O
此
の
フ
ォ
ン
､
シ
タ
イ
ソ
の
著
書
の
最
近
版
'

即

ち

千

九

百

二
十
1
年
版
に
放
て
は
､
サ
ン
'
シ
モ
ン
及
サ
ン
'
シ
モ
ン
派
の
説
の
研
究

は
第
二
谷
中
に
あ
る
｡
其
の
後
特

に
サ
ン
'
シ
モ
ソ
及
び
サ
ン
.
シ
モ

ン

叛

の
敵
を
研
究

す

る

を
日
的
芭
し
て
あ
に
さ
れ
た
著
作
に
し
て
'
有
益

W
諌
め
ら
れ
て

居
る
も
の
は
'
B
.
o
t
h
,S
ainT
S
im
on
an
d
S
lint･S
im
o
nism
,
l007
tL
an
et,S
ain
T

Sim
on
et

Lc
S
ain
T
S
im
onism
e･
187
9
W
arschauer,
SeinT
S
lm
On
und
die
S
aim
t･S
lmOnism
us)
tg9
2
等

で
あ
る

が
r
僻
は

A
dam
･
L
a
.Phllo
s.phie
en
F
ra
ncc
(18
93
)
や

G
ide
et
R
ist･
H
ISt.1re
deS
doctrln
eS
E
c.1

n
om
lqueS
(
190
9
)
LJ
そ
の
如

-
'

他
国
の
哲
学
虫
や
又
は
敵
食
思
迫
の
歴
史

に
閲

す
る
著
作
中
に
は
､
サ
ン
.

シ
竜
ソ
派
の
祝
を
研
究
し
て
居
る
も
の
は
多
い
｡
併
し
特
に
サ
ン
､
シ
モ
ン
叛
の
歴
血
を
詳
し
-
軒
先
し

た

る

著
作
は
'
千
八
百
九
十
六
年
ま
で
に
は
現
ほ
れ
て
居
な
い
が
'
此
の
年

t二
は

C
h
ar
lmty
,H
is
toire
dt
l
S
ain
T

S
tAn
on
ism
e
及

び

G
eorges
W
eils,
L
r
E
cote
S
l
in
T
S
im
on
ienn
e
･
S
on
H
IS
tO
ir
e･
S
o
n

in
P
e

n
c
e

Ju
S
q
u'

i

nos
jours
の
二
審

が
公

に
さ
れ
､
吾
人
は
此
等
の
著
作

に
よ

り
て
サ
ン
'
シ
毛
ソ
甑
の
歴
史

を
始
め
て
可
成

許

し

-
畢

ぶ
こ
亡
が
出
来
た
の
で
あ
る
O
借
は
ジ

ヨ

レ
ス
床

(Jean
Ja
urts
)

糖

韓
の
下
で
著
作
さ
れ
た
る



田
舞
o
一話
-
QD
。
一「∩幽p
一一降
①
の
第

八
巻

及

び
第
九
巻

中

に
、

サ

ソ
、
シ
モ
ン
涙

の
運
動

に
關
す

る
興

味
あ

る
記
事

が
あ

る
。
本
論

丈
は
右

に
墓
・げ

陀

る
諸

書
中
、
京
都

帝

國
大
學

に
所
藏

さ
れ
て
居

る
も

の
は
総

て
参
考
し

て
、
サ
、
ソ

シ
モ
ソ
涙

の
肚
會
改
造

哲
學

を
研
究

し
、
其

の
中

に
社

倉
連

帯

の
思
想

が
如
何

に
展
開

さ
れ

て
居

る
か
を

究
明

せ
ん
ξ
す

る
も
の
で
あ

る
。

今

サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙
は
云

ふ
ま
で
も

な
く

、

サ

ソ
、

シ

モ
ン
の
思
想

を
祖
述
す

る

一
團

盟

で
め
る
。
併

し
軍

に

サ
ソ
、

シ
モ
ン
の
思
摂
を
祖
述
す

る
だ
け

に
止

ま

つ
だ
も

の
で
な

く
、

之
を

組
織
し

て
論
理

的
に
大

に
獲
展

さ
せ

π
も

の
で
、
或

意
味

で
怯
新

し
き
肚
會

思
想

ε
見
倣

し
て

も
よ

い
程

で
あ
る
。

全
勝

サ

ソ
、

シ
モ
ン
は
本
雑
誌
前

々
號

の
拙
稿

「
サ

ン
、

シ

モ
ン
の
肚
會
改
造
哲
學
」
中

に
述

べ
し
如
く
、
幾
多

の
新

観
念
を
述

べ
把
が
、
併

し
之
を

組
織
的

に
叉

論
理
的

に
展
開
す

る
こ
ε
は
出

家
な

か

っ
た

の
で

め
る
。
彼

は

一
冊

の
組
織
的

大
著
作

も
残

さ
啄

か

つ
π
の

で
、
只
多
撒

の
小
冊
子

を
残

し

て
置

い
た
ゴ

け
で

あ
る
。

さ
れ
ば
其

雑
多
敷

の
小
冊
子
中

に
説
述

さ
れ

て

.

思

る
幾
多

の
新
観
念

を
論
理
的

に
結
合

し
組
織
し

て
、

一
の
思

想
艦
系

を
建
設

し
、

又
之

を
實
際

に
適
用
す

る
こ

ε
は
、
彼

の
門

下
生

に
課

せ
ら

れ
π
る
任
務

で

あ

っ

た
。

而
し
て
彼
等
は
之
を
企
だ

っ
る
こ
ご
に
よ
り

て
、
サ

ソ
、

シ
モ
ン
派

ε
稠

せ
ら

れ

る

　
の
思
想
團
騰

を
立

て
、

サ

ン
、

シ
モ
ン
派
運
動

ご
構
せ
ら
れ

る

一
の
砒
會

運
動
を
起

し
、
以

て
其

の
後

の
肚

會
思
想
及

び
肚

會
運
動

の
讃

達

に
重
大
な

ゐ
影
響

を
及
ぼ

し
た

の
τ
あ

る
。
若

し
サ
ソ
、

シ

モ
ン
振

の
運
動

が
起
ら

な
か

っ
た
ら
ば
、
、
恐

く
は

サ

ソ
、

シ

モ
ン
の
名

は
全
く
忘

れ
ら

れ
た

か
も
知

れ
な

い
の

論

叢

ザ
ン
、
シ
竜
ン
派
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
(
こ

第
十
六
給

(第
三
號

三
)

四
二
七

..

●
.



'

論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
涯
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
遽
帯
思
想
(
こ

第
十
六
巻

(第
三
競

闘
)

四
二
八

で
あ

る
。
吾
人

は
サ

Σ
、

シ
モ
ン
派

の
思
想
や
運
動

を
研
究

す

る
こ
ε
に
よ
り

て
.

サ

ソ
、

シ
モ
ン
自

身

の
思
想

は
其

の
未
熟

な
或

は
萌
芽

的
な
欺
態

の
中
に
、
何
物

を
含
蓄

し

て
居
た

か
を
明
ら

か
に
學

ぶ

こ
ご
が
出

来

る

の
で

あ

る
。

　
一
「
生

産

者

」
(
【
①
牢

。
曾
。
け①
g
.
)
の
根

本

思

想

(

サ

ン
、
.シ
モ
ン
が
、
彼

の
晩

年

の
生
活
を
安
樂

な
ら

し

め
、
彼

に
師
事

せ
る
猶

太
人
銀
行
家

・『
フ
ン
ド
、

ロ
ド

.

ギ

ユ
ー

ス
の
邸
宅

で
、
亥

ら

か
に
此

の
世
を

去

つ
π

の
は
、
千

八
百
二
十
五

年
五
月
十
九

日
で
め

っ
た

が
、
此

の

塒
彼

の
葬
式

に
列
し
、
彼

の
棺

を

杷
ー

ル
ラ

シ
ェ
ー

ズ
の
墓
場

ま
で
送

っ
た

の
は
、
.既

に
彼

の
門
下
を
去

っ
た

オ

ー
ギ

ユ
ス
タ
ン
、

チ

エ
リ
及

び
オ

T
ギ

ユ
ス
ト
、

コ
ン
ト
の
外
」
冒

ド
リ

ギ

ユ
ー

ヌ
を
始

め
彼

の
患
實

な

る
門

下
生
十

一
名
程

で
め

っ
た
。
而

し
て
此
等

の
人

々
が
墓

場

よ
り
蹄

b
て

ロ
ド
リ
ギ

ユ
ー
ス
の
宅

に
集
り
.、
他

の
門

下
生
を

も
集

め
て
、

サ
ソ
、

シ
モ
ン
の
思
想

を
研
究

し
宣

傳
す

る
爲
め

に

一
團

贈
…を
作

り
、
且

つ
機
關
雑
誌

を
獲

行
ず

る

こ
ご
を
議
決

し
た

の
で

め
る
が
、
暴
れ

が
即

ち

サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙
居

る
團
盟

の
始
源

で
め

っ
た
。
実

れ
よ

り
間

も
な
く
「
生
産
者
」

(ピ
。
早
o
亀
葦
雲
霞
)
が
週
刊

難

壁
隙
ε
し

て
獲
行

さ
れ
た
。
(後

に
は
月
刊
雑
誌

ε
な
り
、
而

し
て
千

八
百

二
十
六

年

の
暮
れ

に
廃
刊

さ
れ
た
。
)

今
「
生
産
者

」
の
目
的
を
簡

草

に
云
ひ
表

は
せ
ば
、

つ
ま
り

一
新
哲
學

に
よ
り
て
人
類

の
物
貰

的
嚢

蓮

ξ
同
時

に



ノ

其

の
知

力
的
及

び
倫
理
的
装
達

を
促
進

す

る
ε
云
ふ

ご
ε

に
あ

っ
た
の

で
あ

る
。
然
ら

ば
共

の
新
衝
撃

`
云

ふ
は

如
何
な

る
も

の
で
あ

る

か
ご
云

ふ
に
、
実

れ
は
主

ε

し
て

オ
ー
ギ

ュ
ス
ト
、

コ
ン
ト

の
論
述

し
把
も
の
で
あ

る
だ

云
は

れ

て
居

る
が
、
其

の
大
要

は
左

の
如
く

で
あ
る
。

A

「生
産
者

」
の
融
會
哲
筆

夫

れ
人
類

の
第

】
の
必
要
或

は
要

求
は
、

一
の

一
般
的

(普

遍
的

)
敏
説

(漱
義
目

。
ユ
o
。三
9

㎝
曾
脅
四一)

で
あ

る
。
人

類
が
之
を
嵌
一
時

は
、

個
人
的

善
意

は
無
力

ε
な

る
、
是

れ
人
間

は
最
早
眼
前

に
高

備
な

る
も

の
を
有

し

な

い
慮

で
、

全
ぐ
利
己
心

に
支

配

さ
れ

る
こ
ご
に
な

b
、

而
し

て
実

れ
は
人
.心
の
腐
敗
を

生
す

る
か
ら

で
あ

る
。

併

し
吾
人
は

現

に
か

、
る
激
説

を
有
す

る

か
。
吾
人

は
之

を
今

や
全
欧
洲

に
於

て
勢

力
を
争

ひ

つ
、
あ

る
二
主
義

即

ち

力
ト
リ

ソ
ク
主
義
及

び
自
【由
土
室
義
の
何
れ

か
よ
b
求

め
得

る
か
。

ヵ
ト

ソ
ツ
ク
主
義

は
.一
の
普
遍
的
激
説

を

有

っ
て
居

る
。
此

の
勲
説

が
中
世
紀

に
古
代

よ
り
毛

遙

か
に
勝

れ
た

る
組
織
或

は
艦
制
を

興

へ
た

の
で
あ
る
。
併

し
此

の
漱
説
は
今
や
赴
く
共

の
積
憤

を
失
な

ふ
た
。

カ
ト
リ

ッ
ク
主
義

は
最
早
守
醤
的

]
勢
力
、
或

は
時
勢

に
逆

行
す

る

一
勢
力

に
外

な
ら

ぬ
。

僧
侶

は
其

の
教
育

的

任
務

を
全

く
忘
れ

て
、
.傳
來

せ

る
も

の
を
保
持

し
、
貴
族
富

豪
に
阿

る
こ
ご
よ
b
考

へ
な

い
。
叉
民
衆

は
最
早
僧

侶

に
濁

し
て
毫

も
信
用

を
有

し
な

い
。

而
し

て
自
由
主
義
は

一
層
近
代
的

な

る
観
念
を
有

っ
て
居

る
。
併

し
夫

れ

は

一
般
的

敏
説
を
有
し
な

い
。

其
の
唯

一
の
熱
情

は
誉

制
度

に
謝
す

る
潜
悪

で
あ

る
。
併

し
今

日
で
は
愚
人

に
罪

す
ぱ
蕎
制

度

に
愛
着

し
て
居

る
も

の
は
な

い
。
自

由
主
義

の

論

搬

サ
ン
、
シ
モ
ン
振
の
肚
會
改
造
暫
學
及
び
連
帯
思
想
(
こ

第
+
六
巻

(第
三
號

五
)

四
二
九

ρ



論

叢

サ

ン
、

シ
モ
ン
派

の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
(
一
)

第
十
六
巻

(第
三
號

六
)

四

三
〇

ノ

唯

一
の
崇
拝
物
は
革
命

で
あ
る
。
併
し
革
命
も
亦
既
に
其

の
使
命
を
果
し
た
。
或
人
々
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
.第
二
世
を

夢
み
或
人
々
は
共
和
政
を
夢
み
て
居
る
。
而
し
て
其
筈
の
人
寿
は
総
て
實
謹
助
成
は
現
實
的
な
仕
事
に
力
を
注
が

す

し
て
只
空
想
を
追
ふ
て
居

る
の
で
あ
る
。
彼
等
は
只
自
由

ε
云
ふ
空
虚
な
言
葉
を
ロ
に
す
る
だ
け
で
、纒
濟
問
題

が
如
何
に
重
要

に
な

っ
て
居

る
か
を
豊
ら
な
い
。
而
し
て
経
済
問
題
忙
閲
し
て
は
彼
等
は
只

「
放
任
主
義
」
を
唱

へ
て
居
る
だ
け
で
あ
る
が
、
此
の
放
任
土
義
な
る
も

の
は
、
惰
懶
者
を
庇
護
す
る
爲
め
、
又
競
争
を
自
由
に
し
て

貧
困
を
増
長
す
る
爲
め
に
便
宜
な

「
の
工
夫
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。

右
に
述

べ
し
如
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
も
亦
自
由
主
義
も
、
総
て
不
充
分
で
あ
る
か
ら
、
此
庭
に
「
生
産
者
」
は

堅
固
な
る
基
礎
、
帥
ち
歴
史
に
基
づ
く

】
新
激
説
を
提
出

せ
ん
ε
す
る
の
で
み
る
。
よ
く
理
解
す
れ
ば
歴
史
は

　

の
確
實
な
る
科
學
に
し
て
、其

の
法
則
は

一
度
過
去
に
於
て
認
識
さ
れ
る
ε
、
現
在
及
び
將
來
に
射
し
て
、
鮮
明
な

る
光
を
投
ず

る
も
の
で
あ
る
。
夫
れ
は
神
學
的
形
而
上
學
的
及
び
實
謹
的
三
状
態
の
連
続
を
示
し
、
国
民
断
孤
立

か
ら
合
致

へ
、戦
争
か
ら
卒
和

へ
、
反
射

か
ら
團
結

へ
進

ん
だ
こ
`
を
激

へ
る
。
実
れ
は
人
間

の
活
動
の
三
大
生
産

物
即
ち
藝
術
産
業
及
び
科
學
に
よ
り
て
實
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
阻
。
総
て
働
く
人
魂
は
勢
働
者

ε
云

へ
ば
、
産
業
者

か
學
者

か
又
は
藝
術
家
で
あ
る
。
此
等
.の
部
類
の
何
れ
に
も
入
ら
な

い
人

々
は
、
総

て
惰
懶
者
で
あ
る
。
而
し
て

惰
瀬
は
消
滅
す
可
き
で
あ
る
。
吾
人
の
實
現
す

べ
き
目
的
は
、
右
の
三
部
類

の
大
仕
事
の
同
時
的
獲
達
を
促
進
す

る

一
.の
肚
會
組
織
で
あ
る
。
而
し
て
夫
れ
が
矯
め
に
」
吾
人
は
盤
椹
ε
俗
権

ε
の
間

に
、
中
世
紀
に
於
て
な
さ
れ



、

た

る
画
別
を
立
て
ね
ば
な
ら
濾
。
甕
権
或
は
粧
棘
椹
は
、
過
去
三
世
紀
間

カ
ト
リ
ッ
ク
僧
侶
を
支
配
せ
る
其
の
守

蕾
的
退
行
的
精
神
に
拘
ら
す
、
人

々
を
結
合
し
、

一
般
的
観
念
を
保
持
し
、
又
人
間
を
不
具
な
ら
し
め
る
恐
れ
あ

る
分
業

の
有
害
な
結
果
を
防
止
す

る
爲
め
に
、
常

に
必
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
盤
耀
は
最
早
便
侶
に
厨
せ
す

學
者

に
騒
す

べ

き

で

あ

る
。
而
し
て
學
者

の
任
務
は
軍

に
科
學
を
完
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
科
學
の
鍬
授
を
監

督

し
指
公
共
激
育
を
指
導
す
る
に
め
る
。
俗
椹
は
産
業
者
、
學
者
及
び
褻
稲
家
中
最
ε
も
勝
れ
た
る
入

々
に
信
托

ざ

れ
る
で
あ
ら
う
。
此
等

の
人
々
は
各
人
の
能

力
に
慮
じ
て
其
人
の
地
位
を
決
定
す
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
或
民
主

主
義
者
の
夢
み
る
が
如
き
絶
対
的
李
等
を
主
張
す
る
は
愚
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
不
卒
等
脚
ち
動
勢
の
差
異
に
基

き
、
愈
微

ε
保
護
ご
の
相
互
的
情
操
に
基
く
位
階
制

(冨

ぼ
2
聖
岳

①
)
は
、
肚
會
生
活

に
必
要
敏
く

可
か
ら
ざ

る
も
の
で
あ
る
。

右
の
組
織
或
は
編
制
は
、
総
τ
の
範

域
に
於

て
進
歩
を
可
能
な
ら
し
め
る
で
あ
ら
う
。
先
づ
第

一
に
は
科
學

の

進
歩
が
可
能
ご
な
る
。
今
日
は
各
科
學
の
孤
立
し
て
居

る
ε
同
じ
く
、
各
科
學
者
は
孤
立
し
て
居

る
。
併
し
中
央

指
導
團
膿
が
設
櫨
さ
れ
、
夫
れ
が
既
に
得
ら
れ
た
る
結
果
を
明
か
に
し
て
、
今
後
獲
見
す
可
き
も
の
は
何
で
あ
る

る
か
を
指
示
し
、
常

に
理
論
の
研
究
を
實
際
的
改
良
の
研
究

ε
結

び
附
け
て
、
各
科
學
者
の
な
す
可
き
仕
事
を
定

め
る
時
に
は
、
右
の
歌
態
は
全
然

一
攣
す
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
叉
産
業
は
驚
嘆
す
可
き

一
機
關
即
ち
信
用
制
度
.

の
手
段

に
よ
り
て
更
生
す
る
で
あ
ら
う
。
之
れ
に
よ
り
て
懶
惰
者

の
金

は
、
銀
行
家
の
媒
介
に
よ
り
て
働
く
人
々

盤

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
派
の
泄
會
改
造
哲
畢
及
び
連
帯
思
想
(
ご

第
†
六
巻

(第
三
號

七
)

四
==
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ザ
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哲
學
及
び
連
帯
思
想
二
)

第
十
六
巻
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號

入
)
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の
用

に
供
せ
ら

れ
る
。
信
用
制
度
は
信
任

の
精
神
を
黄
葉
中

に
輸
入
す

る
こ
ε
に
よ
り
て
、
質
業
を
倫
理
化
す

る

も
の
で
あ
る
。
更
に
産
業
は
新
し
き
精
神
に
よ
り
て
活
力
を
賑
せ
ら
れ
、
.傭
主

に
よ
り
て
勢
働
者
が
絞
取
或
は
掠

奪
さ
れ
る
こ
ご
を
廃
し
て
、
両
者
の
共
同
團
結
を
機
達
さ
せ
る
で
あ
ら
う
。
藝
術
は
今
日
で
は
全
く
無
力
な
状
態

に
萎
縮
し
て
居

る
。
此
の
事
は
今
日
人

々
が
古
典
主
義
ご
浪
漫
主
義
こ
の
孚

ひ
の
如
き
、
無
益
な
争
ひ
に
大
に
興

味
を
威
じ
て
居
る
こ
ε
に
よ
り
て
、
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
居

る
。
今
日
の
藝
術
に
は
大
題
材
が
鉄
け
.
大
盤
戚
が

鉄
け
て
居

る
。
是
れ
藝
術
は
傲
慢
な
る
孤
立
に
自
か
ら
立
て
籠

り
、
現
代
生
活
の
中

に
入
b
込
む
を
否
む
か
ら

で

あ
る
。
藝
術
は
只
時
代
の
観
念
及
び
情
操
を
表
現
し
、
人
道
的
熱
情
を
昂
奮

さ
せ
る
ε
云
ふ
僚
件

の
下
に
於
て
の

み
、
贋
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
將
來
の
藝
術
家
は
よ
く
其
の
使
命
を
會
得
す

み
で
め
ら
う
。
詩
人
は
科
學
の
勝

利
馬
戦
争
の
終
末
、
普
遍
的
或
は
世
界
的
共
同
固
結

を
歌
ひ
、
識
家
及
び
彫
刻
家
は
今
日
の
展
覧
會

に
於
て
見
る

が
如
き
、
恥
づ
可
き
作
品
行
列
を
已

め
で
、
優
秀
な
る
作
品

の
眞

に
美
ぼ
し
き
公
国
呪
禁
を
吾
人
に
示
す
を
樂
む

で
あ
ら
う
。

総
て
此
等

の
延
歩
は
口
二

の
強

い
、
活
動
的
な
擢
力
の
撫
導
の
下
に
於
て
の
み
、
成
就
さ
れ
得

る
も

の

で

め

る
。
自
由
主
義
は
国
家
に
封
ず

る
猜
疑
.心
を
挑
獲
し
た
。
経
済
學
者
は
政
府
を
潰
瘍
・し
構
し
、
其
の
職
分
を
出
來
る

だ
け
小
な
ら
し
め
ん
`
す
る
。
併
し
夫
れ
は
謬
見
で
あ
っ
て
、
ま
さ
し
く
其
の
反
鋤
が
薫
(實

で
あ
る
。
国
民
的
諸

.

勢
力
の
総
合
た
る
権
力
は
、

一
切
の
大
観
念
、
総

て
の
創
始
を
誘
獲
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

阻
。
政
治
を
行



、

な

ふ
も

の
が
よ
く
其

の
任

務
を
解

し
花
目

に
は
、
人

々
は
喜

ん
で
俗
橿

に
服
す

る
で
あ
む
う
。
科
學

的
讃
明

に
基

い
て
立

て
ら
れ
把

る

一
の
普
遍
的

敏
説

が
、
新

し

き
盤
椎

に
依
て
敏

へ
ら

れ
る
日

に
は
、
良
心

の
自
由

ε
云

ふ
僣

越

な
ド
グ

マ
は
消
滅
す

る
で
あ
ら
う
。
今

肚
會

が

上

に
述

べ
し
目
的

に
向

ふ
て
進

み

つ
＼
め
る
こ

ε
を
示
す
多

く

の
徴

候

が
あ

る
。

信
用
制
度
は
段

々
腰
達

し
て
、

大

に
勢
働
者

の
利
益
を
増

し
、

利
子

は
段

々
減

少

し
て
、
大

に
懶
惰

者

の
利
益
を
割

で
居

る
。
而

し
て
叉
李

和
を

愛
す

る
念

が
大
に
普

及
し

て
居

る
。
吾
人

は
此
等

の
好

徴
候

を

利
用

し
、
而

し
て
將

來

の
肚

會
組
織

の
勝

利
を
促

が
さ
ね
ば
な
ら

漁
.
併

し
実
れ

は
突

忽
的
革
命

に
依

て
ゴ
な

く
、
進

歩
的
璽
動

に
依
て

∫
な
け

れ
ば

な
ら

諏
。

「
生
産
者
」
の
肚
會
哲
聾

の
大
要

は
、
以
上
述

べ
し

が
如

き
.も
の

で
あ

る
が

、
今
之

を
後

の
ナ

ソ
、

シ
モ
ン
涙

の

思
想
獲

蓬

に
照
ら

し
て
注

意
す

べ
き
は

、
夫

れ
は
純

貿
讃
主
義
的

に
し
て
、
毫

も
宗
激
的
色
彩
を
帯

び
て
居

な

い

こ
ざ
で
あ

る
。

か
く

て
サ

ソ
、

シ

モ
ン
振

の
思
想
が

右

に
述

べ
し
が
如

き
、

全
く
貿

謹
主

義
的
な

も
の

か
ら

、
如

何

に
し
て
後

に
見

る
が
如

き
、
大

に
宗
激
的
な
も

の

ε
な

っ
た

か
ざ
云

ふ
こ
ε
は
、
同
派

の
思
想

の
獲

達
の
研
究

上

、
甚

だ
重
大
な

る
問
題

こ
な
る

の
で
め
る
。
併

し

此
の
問
題
を
研
究
す

る
に
先
だ
ち

、
余

は
更

に
「
生
産

者
」
の

就
會
経

濟
的
思
想
髪
考
察

し
て
、
見

担

い
ε
思

ふ
。

足

れ
「
生
産
者

」
が
當
時
世
人

の
注
意

を
惹

い
た

の
は
、

右

の

=・肛
會
哲
學
的

思
想

の
方
面

に
於

て

ゴ
は
な
く

し
て
、

「
産
業

的
艦

系
」
の
主
張

、
其

の
肚
會

経
済
的

思
想

の
方
面

に

於

て
ゴ
め

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
振
の
冠
雪
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
(
こ

蕗
+
六
巻

(第
三
號

九
)

四
三
三
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論

囎
甲

サ
ン
、
シ
モ
γ
派
の
壮
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
(
一
)

第
十
六
巻

(第
三
號

】
O
)

四
三
四

B

、
「生

産
者
」
の
融
會

経
濟
思

想

パ

プ

「
生
産

者
」
の
砒
會
経
済

思
想

の
重
要

な
る
も
の
は

、
主

ξ
し
て
後

の
サ

ー
、

シ
モ

ン
派

の
法
王

ア

ツ
プ
ア

ソ
タ

ソ
,(固
目
鼠
口音

)
に
よ
b

て
考

へ
出

さ
れ
た

る
も
の
ぜ
認

め
ら
れ

て
居

る
が
、
今

ア

ソ
フ
ア
ソ
タ

ソ
も
此

の
頃

に
は

ま
だ
全
く
宗
漱
的
傾
向

を
馨
び
て
居
な

か

つ
把
の
で

、
純

然

陀
る
砒
會
経

済
學
北

か
ら
肚
會
経
済

問
題
を
論

じ

て
.

店
セ
の

で
あ

る
。
而

し
て
彼

の
大

に
敵

覗

し
π

の
は

ア
ダ

ム
、

ス
ミ
ス
派

の
學
説

で
あ

っ
た
。

ア
ソ

フ
ア
ソ
タ
ソ
の
考

へ
し
庭

に
よ

る
ご
、

ア
ダ

ム
、

ス
ミ
ス
涙

は
人
間

よ
b
も

生
産

物
を
重
要

醜

し

て

居

る
。

而

し
て
同
派

の

一
人

陀
る

マ
ル
サ

ス
の
如

き
は

、
實

に
其

の
傾
向

を
残
忍

箆
云

ふ
可
き
程
度

に
ま

博
獲
展

さ

せ

て
居

る
。
今
や
葛
経
済
學

は
祉
會
的
組
織

の
學

(
す

ω
。
凶窪
8

〔寄

目、
・蹟
碧
落

けδ
昌

・。。
∩
閂巴
ε

に
地

位
を
譲

ら
ね

ば
な
ら

阻
。
歴
史

は
共

同
固
結

(一、
霧

a

騨
ま
ロ
)
は

將
來

の
法
則

で
あ

る
こ

ご
を
吾

人

に
示

し
て
居

る
。
信

用
制

度
は
産
業
的
共

同
團
結
を
可
能
な
ら

し

め
、
利
率
を
減

ず

る

こ
ご
に
よ
り

て
、
懶
惰
者

の
重

要
を
破

壊
す

る
。
産

業

は
替
組
合
制

度
に
も
、
亦
現
在

の
無
政
府
状

態

に
も

適
合

し
得
な

い
の
で
、
夫

れ
は
只
銀
行
家
を
指
導

者
ご
す

る

一
新

制

度

に
の
み
適
合

し
得

る
の
で
あ

る
。
信

用
制

度
に
よ
り
て
紙
幣

は
漸

次

に
金

貨

に
代
は

る
で
る
ら
う
.
恰

も
公
債

が
租

税

に
代

は
ら
ね
ば
な
ら

漁

`
同

じ
で
あ

る
。

而

し
て
国
家
は
右

の
仕
事

を
創

始
す
可

き
で
め

る
。
入

力
は
常

に
「
時
勢

」
を
待

つ
ε
か
、
「
輿

論
」
に
從

ふ
ε

か
云

ひ
.
「
時
勢
」
や
「
輿

論
」
が
恰

も
創
造

力
で
あ

る
が
如

く

垢

へ
て
居

る
が
、
併

し
働

か
ね
ば
.な
ら

の
も

の
は
、

時
勢
や
輿
論

で
は
な
風

し
て
人
間

で
あ

る
。

「



ア
ソ
フ
ア

ソ
タ

ソ
は
更

に
財

産

に
就

て
も
少

し
く

論

じ

て
居

る
が
、
彼

の
考

へ
る
慮

に
よ
れ
ば

.
遺
産

尉

度
は

懶
惰
者

の
子

を
し
て
、
屡

々
父

の
死
を
望

ま
七

め
る

こ
ε

に
よ
り
て
、
不
道
徳
な
思
想

を
獲
蓮

さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。

而

し
て
若

し
將
來

の
肚
會

組
織

が

一
種

の
財
産

共
有

制
を
目

か
ら
生

み
出
す

ざ
す

る
も
、
聰

て
の
人

々
は
之

に
從

ふ
可

き
で
あ
る
ρ
此

庭

に

ア

ン
フ
ァ

ン
タ

ソ
が

自
説
を
確

讃
す

る
爲

め
に
、
彼

の
敵

視
す

る

リ
ガ

ー
ル
ド
の

説
を
利
用
し

て
居

る

こ
ε
は
注
意
す
可

き
黙

で
、
彼

は

マ
ー
川
ク

ス
に
先
だ
ち
、
欝
涙
経
済
畢

説
を
論
理
的

に
徹

底

さ
せ

て
行

く

ε
、
遂

に
其

の
謬
見

を
暴
露

さ
せ
る

に
至

る
ご
云
ふ
論

法
を
使
用

し
た
の
で
あ
る
。
彼

は
生
産
物

の
僧
位

は
只

之
を
生
産
す

る
に
必
要
な

る
勢
働

O
分
量

に
の
み
よ
b
て
定
ま

る
ご
云

ぶ
誘

に
基

い
て
、
土
地
所

有

者

の
利
得
は
、
生
産
嚢
中

に
入
ら

な

い
か
ら
、
獲

占

の
結

果

で
あ
ら

ね
ば
な

ら
頗
ε
論
決

し
、
而

し
て
夫

れ
は

つ

ま
り
働

く
人

々
は

一̀
定

の
人

々
が
遊

ん
で
暮
す

爲

め

に
、

彼
等

に
支
拙

ふ
こ
ご
に
な

る
ε
論
じ

て
居

る
。
而

し

て

ア
ソ
ア

フ
ン
.タ

ソ
は
遺
産
制

度
を
廃
止

す

る
爲

め
に
暴

力
を
用

い
る
こ
ε
は
、
恐
く

は
不

合
法
で
あ

る
ま

い
ご
考

へ
陀

が
、
し

か
も
夫
れ
は
無
用

で
叉
危

険

で
あ
る
ご
述

べ
て
居

る
。
是

れ
彼

の
見

る
庭

で
は
信
用
制

度

の
獲

達

は

雫

和
的

に
同

一
の
結
果
を
齎
ら
す

も

の
で
め
る
か
ら

で
あ

る
。

併

し
常
時

は
ま
だ
社
倉
主
義

的
思
想

に
は

、
世
人

は
あ
ま
り
興
味
を

有

π
な

か

っ
た
か
ら
、
上
述

の
如

き

ア

v、

プ
ア

ソ
タ

ソ
の
説

は
別
段
注
意

を
惹

か
な

か

つ
・た
。

而

し

て
「
生
産

者
」
に
現
は
れ
た
肚
會
経

済
論

で
最

ε
も
多
く

譲

者

の
注
意

を
意

い
π

の
は
。
自
由
主

義

の
攻
撃

ε
産

業

の
讃
美

ビ
で
あ

っ
π
。
自

由
主

義

の
攻
撃

が
大

に
世

人

論

叢

サ
ζ

シ
モ
ン
派
の
壮
會
改
造
哲
畢
及
び
連
帯
思
想
(
一)

第
+
大
盤

(第
三
號

=

)

四
三
五



論

叢

サ
ン
、
シ
竜
ン
涯
の
社
倉
改
造
暫
融
及
び
連
帯
思
想
(
じ

第
十
六
谷

(第
三
號

一
二
)

四
三
六

の
注
意
を
引

い
た
の
は
、暴
れ
當
聴
に
於
て
は
術
ほ
自
由
主
義
ざ
保
守
主
義

ε
の
孚

ひ
が
盛
ん
に
行
な
は
れ
、両
者

以
外
の
主
義
は
殆
ん
ご
認
め
ら
れ
て
居
な
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、
然

る
に
此

の
際
、
　
方
に
於
て
は
保
守
主
義
を
攻

撃
す
る
ご
同
時
に
、
他
方
に
於
て
は
激

し
く
自
由
主
義
を
攻
撃
し
、更

一6

の
自
由
を
排
斥
す

る
ε
云
ふ
こ
ε
は
、
世

人
に
奇
異
な
減
じ
を
與

へ
だ
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
叉
産
業
の
讃
美
が
大
に
世
人
の
注
意
を
意

い
だ
の
は
、
足
れ
佛

國
に
於
て
も
當
時
近
代
的
産
業
が
勃
興
し
て
來
た
が
、
ま
だ
思
想
家
が
之
れ
に
十
分
な
注
意
を
彿
ふ
て
居
な

か
.っ

だ
が
爲
め
ε
、
産
業
を
大
に
重
妥
幌
し
て
、
佛
國
を
薬
園
の
如
き
産
業
國
ε
し
て
獲
達

さ
せ
ん
ε
す

る
欲
求

が
、

段
々
世
人
の
心
に
強
ま
り

つ
、
め

っ
た
が
薦
め
ε
で
あ
る
ε
思
は
れ
る
。
併
し
「,生
産
者
」
は
あ
ま
り
談
者
を
得
な

か
っ
た
の
で
始
め
週
刊
で
あ
っ
北
の
を
、
後
月
刑

に
更

へ
た
が
、
そ
れ
で
も
倦
ほ
腰
行
が
困
難

に
な
り
、
遂
に
翌
年.

(千
八
百
二
十
⊥
ハ
年
)
の
暮

に
塵
刑
す

る
に
至

っ
た
。
而
し
て
夫
れ
ε
共

に
サ
ン
、

シ
モ
ン
派

の
最
初
の
團
結
が
壊

れ
た
の
で
あ
る
。

、

　ニ

サ

ン
、

シ

モ

ン
弧

の
復

活

と

宗

教

的

傾

向

の
遜

達

(

却
説
「
生
産
者
」
の
塵
列

ご
共

に
、
サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙
の
最
初

の
團
髄

は
崩
壊
し
た
が
、
併
し
間
も
な
く
.オ
ラ
ン
.

ド
、

η
ド
リ
ギ
ユ
ー
ス
を
中
心

こ
し
て
新
し
き
團
榿
が
作
ら
れ
π
。
而

し
て
此
の
耕
園
艦

に
於
て
、
先

づ
サ
ソ
、

シ
モ
ン
説
の
宗
漱
的
方
面
が
大
に
獲
達
し
て
来
た
の
で
あ

る
が
、
来
れ
は
當
時
の
佛
國
思
想
界
の
傾
向

に
依

て
大

」



に
助
長

さ
れ
九

の
で
あ
る
。
浪

澄
主
義

が
佛
国
風
想

界

を
風
靡

し
姶

め
た

の
は
千

人
百
二
十
廿
年
頃

に
し
て
型
.此

の
頃

か
ら

し
て
小
説

家
は
信

仰
を
失
な

へ
る
人

々
の
苦
悩

を
競

ふ
て
描

き
出

し
た
。

而
し

て
青
年

が
熱
情

を
燃
や

し
だ
の
は
、

ア
ド

ル
フ
や

ル
子
-
や
ウ

ニ
ル
プ

ル
な

ぞ

に
劃

し
て

罫
あ

っ
た

。
併

し
夫
れ

・し
同
時

に
巴

里

の
青
年

の
大
部

分
は

7
オ
ア
將
軍
を
柴

弄
し
、

ぜ
ジ

ユ
イ
ト
派
を
恵

ん
で
居

穴
。

か
く
て
彼

等

の
多
数

に
於

て
、
反
僧
信

主
義

ご
宗
緻

或
は
宗
轍
、心
こ
の

一
の
奇

妙
な
混
合

が
生
じ

π
。
夫

れ
よ
り
し

て
又
基
督

漱

に
取
り

代
ら

ん
ε
す

る

継

て
の
新

し
き
宗
派

に
謝
す

る
.
熱
烈

な

る
好

奇
心

が
燃

へ
上

っ
た

の
で
、
而

し
て

か

＼
る
国
境

の
中

に
、
ナ

ン
Y

シ
毛
ソ
激
會

が
生

れ
た
の

で
あ

る
。

今
右

の
園
境

の
中

に
於

て
、

サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙

の
宗
獣
的
傾
向

の
獲
達
す

る
に
當

て
、
思

想
上
之
れ

に
重

大
な

る
影

響
を
及

ぼ
し
た

る
は
、
傳

統
派

の
哲
學
者

ジ

ョ

セ
フ
、
ヅ
、
メ

ー
ト

ル
だ
ヅ

、

ス
タ

エ
ル
夫
人

ご
に
し
て
、
而

し

て
其

の
宗
教
的
轄

化

に
最

ご
も
力
を
誰

く
し
た

る
は

オ

ラ
ソ
ド
、

ロ
ド

リ
ギ

ユ
ー
ス
の
弟

ア
ー
ゼ

ヌ
、

ロ
ド

ギ

ユ
ー

ス
で
め

つ
だ
。
但

し

サ
ン
.
シ
モ
ン
派

の
人

々
は

、
先

.つ
ヅ
、
メ

ー
ト

ル
か
ら

し
て
歴
史

、
一
の
強
固
な

る
権
力

の
必
要
、
個
人
主
義

の
危

険
、
就

會
的
連
帯

の
書
幅

等
を
學

び
、
而

し
て
彼

の
左

の
吉
葉
を

、
豫
盲

射

の
も

の
ε

し

て
違

零

し
た
の
で

め
る
。
即

ち

「
一
切

の
眞
實

な

る
哲

學

は
、

二

つ
の
假
誘

の
何

れ
か
を
選

ば
ね
ば
な
ら

漁
ε

思
は
れ

る
。
夫

れ
は

一
の
新

宗
敷
を
形
成

せ
ん
ε
す

る
か
、
又
は
基
督
敏

が
或
非
常

な
仕
方

に
よ
り

て
復
活

さ
れ

る
か
で
あ

を
、」
而
し
て

サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙

の
人
々
は

、
其

の
中

の
第

　
の
假

説
を
選

び
、
新

し
き
崇
激
を
形
成

せ

論

叢

サ
ン
、
シ
鴫
ン
滋
の
肚
宙
吹
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
(
ご

第
+
六
艦

(第
三
號

=
二)

四
三
七

,

9



論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
滋
の
胱
會
改
造
誓
事
及
び
連
帯
思
想
(
ご

第
+
六
巻

(第
三
號

一
四
)

四
一　一八

ん
こ
す

る
方
針

を
ピ

つ
た

の
で

め
る
。
又

サ

ン
、
シ
モ
ン
涙

は
ダ
、
ス
タ

エ
ル
夫

人
よ
臥
し

て
、
濁
逸

の
浪
漫
主
義

及

び
汎
神
教

を
學

び
、
殊

に

レ
ソ

シ

ン
グ
の
永
久
福

音

の
思
想
を
學

ん
だ
の
で
あ

る
。

而

し
て
彼

等
は
新

宗
教
を

建
設
す

る
・、
ε
は
、

サ
ソ
、

シ
.モ
ソ
が
薪

基
督

漱
」
に
於

て
着
ヂ

し
、
し

か
も
完
成

せ
ず

し
て
世
を
去

れ
る
其
事

業
を
完
成
す

る
事

に
し
て
、
眞

に
彼
の
志
を
大
成
す

る
も

の
で
あ

る
ε
確
信

し
た
。、

ア
」

ぜ
ヌ
、

ロ
ド
リ
ギ

ユ
ー

ス
は
、
身
鵬

は
虚
弱

で
あ

っ
た
が
、
.併

し
燃

た
る
魂

を
有

し
、
將
來

に
謝

し
て
熾

烈
な
信

仰
を
抱

け

る
青

年

で
あ

っ
た
。
彼

は
信

仰

の
爲

め
に
結
婚

を
も
犠
牲

に
供

し
て
、
絶

封
的

に
童
貞
を
固
守

し
、
自

か
ら

將
來

の
敏
會

の
基
礎

を
据

へ
附
け
た

ε
云

ふ
無
限

な
大
喜

暁
を
感
じ

つ

、
、

二
十

三
歳

の
聴
死
去

し

だ
。
彼

は
早

く
よ
b
崇
教
書
を

耽
讃

し
、
猶
太
人

ε

し
て
猶
太
激

は
云
ふ
ま
で
も
な
ぐ
、
基
督
激
及

び
回

々
激
を

も
よ
く
研
究

し
陀
。

而

し
て
サ

ン
、

シ
モ
ン
の
進

歩

説

に
於

て
、
基
督

激

ε
猶
太
激

ε
を
調
和
せ

ん
ε
企
だ

て
た

の
で
あ

る
。
彼

は

レ
ツ

シ
.ン
グ
の

「
人

類

の
漱
育
」

を
繹

し
、
之
れ

に
自

分

の
序
文

を
附

し
て
公

に
せ

る
外

、
別

に
何
等
の
著
書
を
毒

悪

か
つ
た
が
、
併

し
或
人
々
に
迭
砦

二
通
の
書
簡
が
傳
は

つ
て
居
る
。
而
し
て
葦

の
書
簡
は
實

に

サ
ソ
、

シ
モ
ン
涯

の
最

初
の
宗
激

的

漱
義

書

で
あ

る
ε
云

は
れ
て
居

る
。

(国
お

曾
。
国
乱
轟

=
。9

団
ゆ
洋
.。。っ
。,=
H
一m
『。
凋

同。⇒

。二

国
団
。
臣
ρ
=9

目。。
い
P
)
実

れ

に
よ
り
て
見

る
ご
、

ロ
ド

リ
ギ

ユ
ス
は

宗
激

は
哲

學
及

・

ぴ
科
學

よ
り

も
勝

れ
た

る
も

の
ε
信

じ
て
居

る
。
彼

の
考

へ
る
庭

で
は
、
哲
學

は
嘗

て
生

命
現
象
を
説

明
す

る
こ

芝
が
出
来
な

か

っ
た
。
.精

々
の
濾

で
、
其

の
消
極
的

な

一
定
義

を
與

へ
た

∫
け
で
あ

る
。

而

し
て
科
學
は
只
夫

れ

,

、 一ぐ 「



梁

間
に
馨

る
陰

的
利
金

　

て
の
み
濠

義
・
・
観

で
あ
・
。
讐

現
奮

経
て
の
籔

・
駕

し

て
居

る
。
暴

れ
其
筈

の
何

れ
も
眞

に
人
類

㊨
宗

激
ξ

補
し
得
ら
れ
な

い
か
ら

で
あ

る
。
聾

ε
肉
、
神

の
國

ε
ヵ
イ

ザ
あ

署

雰

離
せ
る
基
叢

蕩

は
面

め
る
・
の
養

し
き
も
の
集

書

し
て
、
寓
人
の
宗
響

は
な

い
・
新
し
き
宗
漱
は
響

共

に
肉
を
も
麗

す

る
で
あ
ら
う
。
是
れ
総
て
が
鷲

痔

、
神

に
よ
り
て
存
じ
、
紳

で

あ
る
か
ら

で
あ

る
・

か
く

で

ロ
ド
リ

ギ

ユ
ス
は

サ

ン
、

シ
モ
y
派
を
汎
神
激

に
導

い
た

の
で
あ

る
。

夫
れ
高

聴
暑

き
使
徒

。
ド
ソ
至

ス
隻

、
サ
ソ
ζ

ソ
團
腸

の
中

掻

階
制
を
輸
入
し
セ
。彼
の
創
意

に

よ
り

て
、
始

め
て

サ
ン
、

シ
モ
ン
徒

の
中

に
位
階
別

が
立

て
ら

れ
た
の
で
あ

る
が
、
先

づ
最
高

位

に
は
首
領
等

よ

り
成
る
福
機
長
竺

。
9

痔

。
)
が
設
定
さ
れ
而
し
て
夫
れ
よ
り
第
二
階
、
第
三
階
、第
四
磐

云

ふ
が
如
ε

、

諸

位
階

が
立

て
ら
れ

だ
。
更

に
櫃
機
員

會

の
人

々
は

総
て
激

父
(諺

鵠
畦。・。
)
ご
爾
せ
ら

れ
、
他

の
位
階

の
人

々
以

激
子

(奮

塗
こ。)
ビ
爾

せ
ら

れ
、

而

し
て
総

て
同

位
階

の
人

々
は
兄
弟

で
あ

る
ε
規
定

さ
れ
た
。

然

る
に
書

し

て
ア
ー
ゼ

ヌ
、

・
ド
リ

ギ

云

の
努
力

に
よ
2

、
、

サ

ソ
、

シ
㌻

涙

に
於

て
、
右

に
述

べ
し

が
如

き
宗
獣
的
精

脾
が
大

に
強
ま

る
に
至

っ
て
、

サ

ン
、

シ
屯
ソ
の
直
弟

子

の
人

々
は
大

に
不
満

の
念
を
起

し
、

続

々
同
派
を
脱

し
π
。

而
し

て
千
八
百
三
十
年

一
月

に
ツ

ー
ゼ

ヌ
、

ロ
ド

リ
ギ

ユ
ス
が
冤
去

せ
し
後

は
、
問
派

の

嘔
機
會
員

ε
し

て
主

ε
し
て
勢
力

を
振

へ
る
も

の
は

、
オ
ラ

ン
ド
、
ロ
ド
リ
ギ

ユ
ス
ε
ア

ソ
フ
ア
ソ
タ
ソ
ε

バ
ザ

ー

ル
`
の
三

人
巴
な

つ
π

の
で
み
る
。
併

し
此
等

の
三

人
は
大

に
活

動
し
た
。
而

し
て

サ

ソ
、

シ

屯
ソ
派

な

る
も

の

論

畿

サ
・
・
ζ

羨

の
肚
裏

警

護

蓬

意

想
三
.

隼

奮

{第
三
號

一
五

四
一=
九

、
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論

叢

サ
ン
、
シ
珊
ン
涯
の
泄
會
改
造
哲
畢
及
び
連
帯
思
想
二
)

第
†
六
巻

(第
三
號

=
ハ
)

四
四
Q

が

一
大
勢

力

ε
な

っ
た
の
は
、
實

に
此
等

の
一一一人
.の

力

に
よ

る
の
で
、
殊

に
後

に
同
派

の
法
王

(一Φ
守
需

)
ざ
な

っ

た

ア
ソ
、フ
ア

ン
タ

ソ
の
力

に
よ
る
の
で
め

る
。
但

し

ア
ン
フ
ァ

ン
タ
ソ
の
勢
力

が
大

に
増

大

し
、
彼

が
後

に
述

ぶ

る
が
如

き
婦
人
論
を

唱

ふ
る
に
至

っ
て
、

バ
ザ

ー

ル
も
亦

ロ
ド
リ
ギ

ユ
ス
も
同
派
を
脱
退

し
、
而

し
て

ア

ン
フ
ァ

ン
タ

ソ

}
人

が
国
振

を
牽

ひ

て
大

に
活
動

し
た

の
で

あ

る
。

却
説

ア
ー
ぜ

ヌ
、

ロ
ド
リ
ギ

ユ
ス
を
中
心

ε
し
て

、

サ

ソ
、亀
シ

モ
ン
團
膿

が
大

に
宗
漱
的

ξ
な

る
や
、

さ
き

に

述

べ
し
が
如

き
常
代

の
思
想

界

の
形
勢
は
、
多

く
の
青

年
を

し
て
同
團
膿

に
入
ら

し
め
π
。
而

し

て
同
團
艦

の
人

々
は
.

始

め
は
其

の
中

で
・膣

い
住
宅

を
有
す

る
も
の

、
庭
で
、
順
番

に
曾
合
し

て
居

た

が
、
會

員

の
増
す

に
随

ふ

て
遂

に

モ
ー
シ

一一
-
町

に
會
館
を
設

く

る
に
至

つ
だ

。

而
し

て
千
八
百

二
十

八
年

の
終

り
に
は

、
公
開

講
演

を
開

催
す

る
こ
ご
に
な

っ
た
が
、
此
時
講
師

に
選
ば

れ
た

の
は

ノ
ザ

ー

ル
に
し
て
、
同
講
演

は
同
年

か
ら

千
八
百
三
十

年

の
始

め
ま
で
続

け
ら

れ
、
同
命
-及

び
翌
年

に

「
サ

ソ
、

シ
壬
ン
説
解

説
」

(国
国
℃
o
m茸
o
ロ
α
o
す

α
o
nけ二
昌
o
しQ
鉱
一客
-

OQ
[き
〇
三
Φ薯
o
〕
二
審

ε
し
て
出
版

さ
れ
た
。
本
書
は

ナ
ソ
、

シ
モ
ン
振

の
肚

會
哲
學

び
肚

會
.政
策

論
を
組
織
的
.に

論
漉

せ
る
、
最

こ
も

重
要

な

る
著
作
・ε
し
て
認

め
ら

れ
て
居

る
も

の
で
、
足

れ
ま

で
に
公

に
さ
れ
て
居

る
肚
曾

思

想

史
や
経

済
學
史

や
哲
學

皮

に
關
す

る
著
作
中

、

サ

ソ
、

シ
モ
ン
派

の
説
を
論
ず

る
も

の
は
、

　
般

に
本
書

に
よ

而

て
之
を
論

じ
て
居

る
の
で
あ

る
。

そ

れ
で
本

論
交

に
於
て
も
、
本
書

の
張
本

思
想

は
少
し
く
書

し
(
処

べ
て
世

き
泥

い
ご
思

ふ
。

〔未
完

)

「.


